
  
 
 
 
 

 令和５年度使用義務教育諸学校 

 教科用図書採択基準及び選定資料 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 福岡県教育委員会 

 

 

別紙２



令和５年度使用 

義務教育諸学校教科用図書の採択基準  

 
 令和５年度使用教科用図書の採択は、文部科学大臣の作成する教科書目録に登

載された教科用図書等の中から下記の基準に基づいて行うものとする。  
 また、採択に当たっては、別に定める「学校教育法附則第９条に規定する教科

用図書選定資料」等を基に十分な調査研究を行うとともに、義務教育諸学校教科

用図書検定基準（平成２９年文部科学省告示第１０５号）の趣旨にも留意して、

公正かつ適正な採択を期するものとする。 
 
 

記 
 
 
１ 教育基本法（平成１８年法律第１２０号）に定める教育の目的及び目標並 

びに学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に定める義務教育の目標及び学 

校の目的を有効かつ適切に踏まえたもの 
 
２ 学習指導要領の定める目標及び内容に即し、適切に教材を構成したもの 
 
３ 地域の実態を考慮し、児童生徒の発達の段階に即し、かつ、指導に際して適

切なもの 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度使用 

学校教育法附則第９条に規定する教科用図書選定資料 

 
 

１ 採択基本方針 

特別支援学校の小学部及び中学部並びに特別支援学級で 使用する 教科用図書について

は、 特に学校教育法附則第９ 条に規定する 教科用図書（ 以下「 一般図書」 と いう 。 ） の採

択に係る 指針が必要で ある こ と から 、 以下を 基本方針と する 。  

 

(1) 採択の基本 

特別支援学校の小学部及び中学部並びに特別支援学級で 使用する 一般図書の採択に

ついて は、 下学年用の文部科学省検定済教科書（ 以下「 検定済教科書」 と いう 。 ） 又は

文部科学省著作教科書（ 以下「 著作教科書」 と いう 。 ） の採択を 考慮し た上で 実施する

こ と 。  

 

(2) 一般図書の採択 

一般図書の採択に当たっ て は、検定済教科書又は著作教科書に代わる も のと し て 採択

する も ので ある こ と から 、教科の主たる 教材と し て 教育目標の達成上、適切な 図書を 採

択する こ と 。  

下学年用の検定済教科書又は著作教科書の採択を 十分に考慮し た上で 、次の場合は一

般図書を 採択する も のと する 。  

 

ア  特別支援学校の小学部又は中学部において 、 検定済教科書又は著作教科書がな い

場合（ 学校教育法施行規則第１ ３ ５ 条第２ 項（ 第８ ９ 条を 準用） ）  

 

イ  重複障がいを 有する 児童生徒への教育又は訪問によ る 教育を 行う に当た り 特別の

教育課程を 編成する 特別支援学校の小学部又は中学部において 、 検定済教科書又は

著作教科書を 使用する こ と が適当で な い場合（ 同規則第１ ３ １ 条第２ 項）  

 

ウ 特別の教育課程を 編成する 小学校又は中学校の特別支援学級において 、 検定済教

科書を 使用する こ と が適当で な い場合（ 同規則第１ ３ ９ 条）  

 

２ 選定に当たっての調査研究の全体的観点 

教科用図書は、 「 教育課程の構成に応じ て 組織排列さ れた 教科の主た る 教材」 と し て 、

学校において 使用し な ければな ら な いも ので ある 。  

ま た、 学校の教育課程は、 学習指導要領を 基準と する こ と と さ れて いる 。  



し たがっ て 、 一般図書の選定に当たっ て は、 教育基本法や学校教育法が示す教育の目的

や目標、 学習指導要領の趣旨を 踏ま え 、 公正かつ適切に行う こ と と する 。  

 
(1) 学習指導要領の基本的なねらい 

教育基本法及び学校教育法の規定に則り 、 特別支援学校小学部・ 中学部学習指導要領

（ 平成２ ９ 年文部科学省告示第７ ３ 号） は、 次のア から エ を 、 小学校学習指導要領（ 平

成２ ９ 年文部科学省告示第６ ３ 号） 及び中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年文部科学省告

示第６ ４ 号） は、 次のア から ウを 基本的な ねら いと し て いる 。  

 

ア 基礎的・ 基本的な 知識及び技能を 確実に習得さ せ、こ れら を 活用し て 課題を 解決す

る ために必要な 思考力、 判断力、 表現力等を 育むと と も に、 主体的に学習に取り 組む

態度を 養い、 個性を 生かし 多様な 人々と の協働を 促す教育の充実に努める こ と 。  

イ  道徳教育や体験活動、多様な 表現や鑑賞の活動等を 通し て 、豊かな 心や創造性の涵

養を 目指し た教育の充実に努める こ と 。  

ウ 学校における体育・ 健康に関する指導を 、 児童又は生徒の発達の段階を 考慮し て、 学校

の教育活動全体を 通じ て適切に行う こ と により 、健康で安全な生活と 豊かなスポーツラ イ

フ の実現を 目指し た教育の充実に努めるこ と 。  

エ  学校における 自立活動の指導は、障がいによ る 学習上又は生活上の困難を 改善・ 克

服し 、 自立し 社会参加する 資質を 養う ため、 自立活動の時間はも と よ り 、 学校の教育

活動全体を 通じ て 適切に行う も のと する 。  

 

(2) 選定の基本的観点        

ア  話題や題材の選択が適切な こ と 、 ま た、 学習内容を 理解する のに適切な こ と 、 更に

全体と し て 調和し て いる こ と  

イ  特定の事柄を 強調し 過ぎ て いな いこ と 、ま た、一面的な 見解を 取り 上げて いな いこ

と  

ウ 特定の営利企業な ど の宣伝や非難にな る も ので な いこ と  

エ  特定の個人や団体な ど の活動に対する 援助や助長と な る も ので な いこ と  

オ 掲載写真や挿絵な ど は信頼性のある 適切な も ので ある こ と  

カ  全体と し て 系統的、 発展的に構成さ れて いる こ と  

キ 内容に誤り や不正確がな いこ と 、 ま た、 相互に矛盾し て いな いこ と  

ク  客観的に明白な 誤記、 誤植、 脱字がな いこ と  

ケ 児童生徒が誤解する おそれのある 表現がな いこ と  

コ  漢字・ 仮名遣いな ど の表記が適切で あり 、 不統一がな いこ と  

 

 



３ 各学部・教科共通の選定の観点 

(1) 内容に関する配慮事項 

ア  児童生徒の障がいの種類・ 程度、 能力・ 特性に最も ふさ わし い内容（ 文字、 表現、

挿絵、 取り 扱う 題材等） のも ので ある こ と  

 

イ  「 個別の指導計画」 に基づく 指導及び評価等に資する こ と がで き る も ので ある こ と  

 

ウ 内容が精選さ れ、可能な 限り 体系的に編集さ れたも ので あり 、基礎的な 事項が適切

に習得さ れる よ う に配慮さ れて いる も ので ある こ と  

 

エ  各教科等相互の関連が図ら れる と と も に、 具体的な 内容が取り 上げら れる よ う に

配慮さ れて いる も ので ある こ と  

 

オ 可能な 限り 学習の見通し を 立て たり 、 学習し た こ と を 振り 返っ た り する 活動が行

え る よ う 配慮さ れて いる も ので ある こ と  

 

カ  進路指導等と の関連が図ら れ、 将来の社会的自立を 図る た めに必要な 事項が適切

に習得さ れる よ う 配慮さ れて いる も ので ある こ と  

 

キ 特定の題材又は一部の分野し か取り 扱っ て いな い参考書、図鑑類、問題集等は適切

で な いこ と  

 

ク  上学年で 使用する こ と と な る 図書と の関連性を 考慮する と と も に、 採択する 図書

の間の系統性にも 配慮する こ と  

 

ケ 情報端末機器、 ビ デオテ ープ 、 Ｃ Ｄ 、 ジ グソ ーパズル型な ど の図書と し て の体裁を

な し て いな いも のは適切で な いこ と  

 

(2) 分量 

全体の分量は、 児童生徒の障がいの種類・ 程度及び授業時数から みて 適切で ある こ と  

 

(3) 使用上の便宜 

分冊本は採択し な いこ と 、 ま た、 高額な も のに偏ら な いこ と  

 

(4) 印刷、製本等 

印刷が鮮明で あり 、 文字の大き さ 、 字体、 行間、 製本の様式、 材料な ど が児童生徒の

障がいの種類・ 程度から みて 適切で ある こ と  


